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プロテオミクス解析を用いた Traf3ip2/Act1欠損マウスの病態解析
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【目的】Traf3ip2/Act1 欠損マウスでは NF- B の活性化と IL-６やケモカイン
の調節異常によって、乾癬に類似した症状を示す。本研究では、Traf3ip2/Act1
欠損マウスの病態生理学的機序を解明する目的で、症状発症期の白血球につい
てプロテオミクス解析を行った。 
【材料・方法】引っ掻き行動を示した Traf3ip/Act1欠損マウス（35週齢、雌雄
各 10 匹）の腹腔大動脈から全血液を採取し、白血球分画を得た。この白血球
分画を LC-MS（Xevo� QTof MS/nanoACQUITY UPLC system；Waters）
で 3重測定した。測定結果は ProteinLynx Global SERVER� (Ver2.4；Waters)の
ノンラベル定量解析であるMSEモードで比較定量した。 
【結果･考察】プロテオミクス解析の結果、Traf3ip2/Act1 欠損マウスにおいて
BALB/c マウスに対して雄で 16 個、雌で 4 個のタンパク質の変動が確認され
た。雄雌で引っ掻き行動に差は認められなかったことから、雄雌で共通した 3
つのタンパク質（Platelet glycoprotein Ib beta chain、Heterogeneous nuclear 
ribonucleoprotein F、 および Hist 1h 1b protein fragment）が Traf3ip2/Act1
欠損マウスの病態に関与している可能性が示唆された。現在、これらのタンパ
ク質の挙動が病態の発症・進展にどの様に関与しているかを検討中である。 


